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病院長メッセージ

地域ニーズに応じた新医療体制

TOP I C S

小池 和彦病院長

世
田
谷
区
の
中
核
病
院
と
し
て
地
域
医
療
を
支
え
る
当
院
は
、
が
ん
診
療

連
携
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
化
、
病
診
連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
地
域
医
療
支
援
病
院
、
東
京
都
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を

受
け
る
急
性
期
病
院
と
し
て
地
域
完
結
型
の
良
質
な
医
療
を
め
ざ
し
ま
す
。

が
ん
・
救
急
か
ら
退
院
後
の
ケ
ア
ま
で

地
域
完
結
型
の
良
質
な
医
療
の
充
実
に
注
力

1

2

1社会福祉士、看護師、事務職員など地域と病院をつな
ぐスタッフたち。患者さんのため、より良い医療の提供
に力を注ぎます
2正面入り口には連携診療所・クリニック名を掲示。治
療が地域の中で完結できる医療ネットワークが確立して
います

①

東京都がん診療連携拠点病院
胃がん・大腸がん・肝がん・乳がん・前
立腺がん・肺がんの6分野で「東京都が
ん診療連携拠点病院」に認定。低侵襲
手術を軸に、QOL（生活の質）まで考え
た優しいがん治療に注力します。

②

救急医療体制を強化
2015年末から、夜間休日のスタッフを
増員し、チーム体制で24時間稼働する
など救急医療体制を強化。また、夜間
の救急病床を10床設置したことで、
ベッドコントロールが非常にスムー
ズになりました。

③

地域医療連携への取り組み
医師会との勉強会、地域連携パス、口
腔ケアに関する歯科医師会との連携
など、良質な医療の提供に尽力。また
地域包括ケア病棟を設置し、緊急入院
への対応からリハビリ、在宅復帰支援
まで一貫して支えます。

昭
和
28
年
に
公
立
学
校
共
済
組
合
の
職
域

病
院
と
し
て
出
発
し
た「
関
東
中
央
病
院
」

は
、
昭
和
32
年
か
ら
地
域
の
方
々
が
ど
な
た

で
も
受
診
で
き
る
病
院
と
な
り
、
現
在
で
は

世
田
谷
区
内
で
最
多
の
3
8
3
床
を
有
す

る
中
核
医
療
機
関
と
し
て
、
幅
広
い
領
域
の

急
性
期
医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。

特
に
が
ん
診
療
で
は
、
手
術
、
放
射
線
治

療
、
薬
物
療
法
を
組
み
合
わ
せ
た
高
度
な
医

療
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
や
、
患
者
さ
ん
の

支
援
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
令
和
4
年
4
月
に
世
田
谷
区
内
で
初
と

な
る「
東
京
都
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
間
・
休
日

を
含
め
た
救
急
医
療
体
制
の
強
化
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専
用
の
入
院
病
棟
と

外
来
の
開
設
、
地
域
の
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
の
連
携
強
化
な
ど
、
時
代
や
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。社
会
の
高
齢
化
に
対
応
し
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
在
宅
復
帰
支
援
、

在
宅
か
ら
の
緊
急
入
院
対
応
に
も
力
を
注
い

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

医
療
の
役
割
は
、
健
康
を
求
め
、
病
気
を

癒
や
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
と
す
る

人
々
に
、
そ
の
た
め
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
。
私
自
身
、
世
田
谷
区
に
住

ん
で
50
年
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
3
年
4
月

に
当
院
病
院
長
に
就
任
し
、
愛
着
の
あ
る
地

域
の
医
療
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
も
そ
の
ご

家
族
も
、
世
田
谷
区
の
中
で
医
療
を
完
結
し

た
い
と
い
う
想
い
が
強
い
こ
と
は
、
同
じ
区

民
と
し
て
熟
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り
対
応
で
き
る
堅

固
な
医
療
体
制
を
整
え
ま
し
た
。今
後
と
も
、

最
適
な
医
療
を
安
全
・
確
実
に
提
供
し
、
患

者
さ
ん
の
生
き
方
を
大
切
に
し
た
、
よ
り
良

い
医
療
を
提
供
で
き
る
病
院
を
め
ざ
し
て
努

力
し
続
け
ま
す
。

救急の外来に常勤の専属医を配置
多職種の密な連携で地域を支える

治療から緩和ケア、在宅療養、患者支援まで
多職種が連携して包括的ながん診療を提供

世田谷区民約90万人の急性期医療を支える当院には、ひっきり

なしに救急車で患者さんが搬送されます。特に循環器救急は、

東京都CCUネットワーク加盟施設として多数の患者さんを受け

入れてきました。80歳代、90歳代の患者さんも多く、地域のク

リニックからの緊急入院要請も数多くあります。このような状

況に対応するため、当院では2022年4月に救急科専属の常勤医

を配置しました。すべての救急患者さんに対して救急科専属医

が初期対応を行い、緊急度・重症度を判断して適切な診療科に

つなぎます。日中は医師2人、看護師3人、救急救命士1人から

なる救急チームに、状況によってはICUの看護師も加わる手厚い

体制で、区民の安心を守ります。

2022年に東京都がん診療連携拠点病院に指定された当院は、胃・

大腸・肺・肝・乳房・前立腺のがんを中心に高度な診断、治療を

行う体制と、入院や在宅での緩和ケアから看取りまでを地域で

完結できる連携体制を備えています。がん治療においては、多

職種のチーム医療で低侵襲な手術、化学療法、放射線治療など

を適切に選択する高度な集学的治療を実践。緩和ケアにも尽力

し、がん性疼痛の管理に加え、認知症のあるがん患者のケアに

も対応しています。在宅療養を希望する方へは、地域の訪問診

療クリニックと連携し速やかに対応する体制も整えました。ま

た、がん治療と就業や育児との両立支援、栄養士による食事の

支援なども好評です。

がん相談支援センターでは、患者
さんやそのご家族からの相談を受
けつけています

救急対応 がん診療

消化器・一般外科

低侵襲手術から高度進行がんの手術まで、患者さんのニー
ズにきめ細かに対応

地
域
か
ら
ニ
ー
ズ
が
高
い
消
化
器
が
ん
の
高
度
外
科
治
療
に
積
極
的
に
取

り
組
む
消
化
器
・
一
般
外
科
。
腹
腔
鏡
下
手
術
な
ど
低
侵
襲
手
術
に
注
力

す
る
と
と
も
に
患
者
さ
ん
の
社
会
的
背
景
も
考
慮
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
患
者
本
位
の
診
療
姿
勢
は
当
院
が
め
ざ
す
温
か
い
医
療
の
特
長
で
す
。

精
度
の
高
い
治
療
を
追
求
す
る
と
同
時
に

患
者
の
負
担
に
も
心
を
配
る
親
身
な
医
療

当
科
で
は
充
実
し
た
ス
タ
ッ
フ
体
制
を

誇
り
、
救
急
医
療
か
ら
が
ん
診
療
ま
で
幅

広
い
分
野
で
高
度
医
療
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
得
意
と
す
る
が
ん
診
療
の
分
野
に
お
い

て
は
、
早
期
が
ん
に
対
す
る
低
侵
襲
手
術
か

ら
高
度
進
行
が
ん
に
対
す
る
集
学
的
治
療
ま

で
幅
広
く
対
応
し
、
慢
性
期
や
終
末
期
の
緩

和
医
療
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
地
域
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
て
の
急
患
対
応
、
在

宅
医
療
支
援
に
お
い
て
も
実
績
を
重
ね
て
お

り
、「
断
わ
ら
な
い
医
療
、
諦
め
な
い
外
科
」

を
実
践
す
べ
く
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
在
宅
療
養
後
方
支

援
病
院
と
し
て
訪
問
診
療
を
行
う
近
隣
の
医

療
機
関
と
提
携
し
、
当
院
で
手
術
を
受
け
ら

れ
た
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
自
宅
療
養
に
専

念
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
肥
満
・
減
量
外
科

外
来
で
は
、
高
度
肥
満
症
に
対
す
る
治
療
と

し
て
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
肥
満
減
量
手
術

に
加
え
、
新
た
な
治
療
法
を
積
極
的
に
導
入

す
る
な
ど
時
代
の
変
化
に
伴
う
患
者
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

救急科では、医師・看護師・救急
救命士が一丸となって迅速な対応
を心がけています
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循環器内科

1経皮的冠動脈インターベンション（PCI）は、足の付け
根や手首からカテーテルを入れ、心臓の筋肉に血液を供
給して冠動脈を治療する手技です
2心臓リハビリテーション指導士資格を持つ理学療法士
による運動療法

早期発見・早期治療のためチームで取り組んでいます

1

2

循
環
器
内
科
は
心
臓
血
管
外
科
と
連
携
し
、
患
者
さ
ん
に
最
適
な
治
療
を

行
う
と
と
も
に
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
機
能
回
復
と
退
院

を
支
援
。
慢
性
期
治
療
・
再
発
予
防
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
血
液
浄
化

室
を
併
設
し
て
い
る
の
で
腎
臓
が
悪
い
方
に
も
対
応
可
能
で
す
。

心
血
管
疾
患
の
急
性
期
・
慢
性
期
治
療
か
ら

再
発
予
防
ま
で
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト

日
本
循
環
器
学
会
認
定
循
環
器
専
門
医
研

修
施
設
の
当
科
は
、同
学
会
循
環
器
専
門
医
、

日
本
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療
学

会
認
定
医
お
よ
び
専
門
医
が
主
治
医
を
担

当
。
当
科
と
心
臓
血
管
外
科
が
緊
密
な
連
携

を
取
り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
緊
急
で
治
療
を
実

施
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
に
は
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
を
新

設
。
専
門
資
格
を
持
つ
理
学
療
法
士
が
一
人

ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
し
、
心
血
管
疾
患
で
入
院
・
通
院
中
の

患
者
さ
ん
の
機
能
回
復
、
早
期
の
社
会
復
帰

や
疾
患
の
再
発
予
防
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

血
液
浄
化
室
を
併
設
し
て
い
る
た
め
、
腎
臓

が
悪
い
方
に
も
透
析
と
併
行
し
て
心
血
管
疾

患
治
療
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
状
況
に
よ
り
高
齢
者

に
も
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
早
期
治
療
が
生
死
を
決
す
る
急
性

心
筋
梗
塞
や
急
性
大
動
脈
解
離
に
対
す
る
迅

速
な
治
療
で
地
域
の
救
急
医
療
に
貢
献
。
不

整
脈
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
植
え
込
み
型
除
細

動
器
の
手
術
・
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

肝胆膵内科

ERCPでは鎮静剤で軽く眠った状態で治療を行い、苦痛の
軽減につなげています。1日に数件の治療があることも
多いため、感染対策には十分留意しています

肝
臓
、
胆
嚢
、
胆
管
、
膵
臓
の
疾
患
を
専
門
に
扱
う
の
が
肝
胆
膵
内
科
で

す
。
ま
た
、
肝
胆
膵
の
疾
患
は
消
化
管
全
体
に
関
わ
る
た
め
、
他
の
内
科
、

消
化
器
外
科
、
放
射
線
科
と
も
密
に
連
携
し
、
良
性
疾
患
、
悪
性
疾
患
に

関
わ
ら
ず
、
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
も
優
し
い
低
侵
襲
治
療
と

切
ら
ず
に
治
す
肝
が
ん
治
療
に
注
力

当
科
で
は
、
肝
臓
と
胆
膵（
胆
嚢
・
胆
管
・

膵
臓
）の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
肝
胆
膵
領
域

の
疾
患
に
対
し
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て

い
ま
す
。令
和
4
年
度
か
ら
は
消
化
管
が
ん
、

特
に
進
行
が
ん
に
対
す
る
治
療
を
専
門
に
担

当
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
り
、
消
化
器
疾
患

全
般
に
お
い
て
大
学
病
院
レ
ベ
ル
の
医
療
を

実
践
で
き
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
他
科
と

連
携
し
、
内
科
的
治
療
、
外
科
的
治
療
、
放

射
線
治
療
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
適
切
な
治

療
法
を
提
案
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
胆
道
・
膵
臓

領
域
の
疾
患
に
対
し
て
は
、
高
齢
者
に
も

優
し
い
、
侵
襲
性
の
低
い
内
視
鏡
治
療

（
E
R
C
P
：
内
視
鏡
的
逆
行
性
胆
道
膵
管

造
影
）を
積
極
的
に
選
択
し
、
緊
急
治
療
に

も
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
肝
臓
疾
患
で
は
、

肝
が
ん
を
切
ら
ず
に
治
療
す
る
ラ
ジ
オ
波
焼

灼
術
を
は
じ
め
、
肝
が
ん
に
な
る
前
の
段
階

に
お
い
て
、
内
服
薬
の
み
で
治
療
が
可
能
と

な
っ
た
C
型
肝
炎
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
治

療
、
自
覚
症
状
の
な
い
脂
肪
肝
な
ど
、
放
置

し
が
ち
な
肝
疾
患
の
早
期
発
見
・
治
療
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

消化管内科

消
化
管
内
科
は
、
消
化
器
内
視
鏡
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
診
療
内
容
は
、
内
視
鏡
に
お
け
る
一
般
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
の
ほ
か
、
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術（
E
S
D
）や
潰
瘍
性
大

腸
炎
治
療
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
か
つ
負
担
の
少
な
い

内
視
鏡
医
療
を
提
供

平
成
17
年
の
渡
邉
一
宏
部
長
の
就
任
以

降
、
当
院
の
内
視
鏡
検
査
は
１
万
件
以
上
の

実
績
を
誇
り
ま
す
。
内
視
鏡
治
療
で
15
年
以

上
の
経
験
を
持
つ
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会

消
化
器
内
視
鏡
専
門
医
・
学
会
評
議
員
２
人

を
中
心
に
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査（
鼻
カ

メ
ラ
、
胃
・
大
腸
カ
メ
ラ
）や
内
視
鏡
治
療

を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
早
期
の
食
道
・
胃
・
大
腸
が
ん
に
対

し
て
は
、
内
視
鏡
で
内
側
か
ら
病
変
を
切
り

取
る
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術（
E
S
D
）

を
実
施
。
こ
の
治
療
は
所
要
時
間
が
１
～
２

時
間
で
済
み
、
開
腹
手
術
と
比
べ
て
体
の
負

担
が
圧
倒
的
に
少
な
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
で

す
。
ま
た
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ
な
ど
は
外
来
で

の
日
帰
り
E
M
R（
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術
）

に
も
対
応
し
、
患
者
さ
ん
の
希
望
に
よ
っ
て

は
鎮
静
剤
を
用
い
た
苦
痛
の
少
な
い
検
査
・

治
療
も
し
て
い
ま
す
。

世
田
谷
区
の
胃
が
ん
検
診
を
積
極
的
に
行

う
ほ
か
、
病
診
連
携
に
注
力
し
、
地
域
の
患

者
さ
ん
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
信
頼
さ
れ
る
存

在
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

脳血管障害と神経難病の診療に注力
パーキンソン病の研究で高い評価

充実の画像診断で的確に診断・治療
高齢者の肺がん治療にも高い実績

脳、脊髄、末梢神経、筋肉などで起こる内科的疾患の診療に加え、

パーキンソン病などの神経変性疾患や認知症の診断と治療を積

極的に行っています。急性期脳梗塞に対しては脳神経外科と連

携し血栓溶解療法や血栓回収療法を、ギランバレー症候群など

の神経免疫疾患に対しては大量ガンマグロブリン療法などの免

疫療法を実施。診断や病状の評価には脳MRIや脳血流検査など

の画像検査、脳波、筋電図などの神経生理検査を行います。急

に片側の手足に力が入らない、ろれつが回らないといった症状

は一刻を争うため、救急で随時対応します。手足のしびれや動

作緩慢、歩行障害、物忘れなどの症状が徐々に進んでくる場合

には、紹介状を持参いただくとスムーズです。

世田谷区の呼吸器疾患治療の拠点として、肺炎、肺がん、気管

支喘息、COPD、間質性肺炎など幅広い疾患を専門的に診療。気

管支鏡検査、高分解能CT、MRI、核医学検査や呼吸機能検査など

の画像診断による的確な診断に努め、他科とも密に連携し、質

の高い医療を提供しています。高齢者の肺がん治療の経験も豊

富で、個人に適した負担の少ない治療を提供。アレルギー専門

医も多く、アレルギー・リウマチ疾患に関連する呼吸器疾患の

治療を多数行っていることも特徴です。また、インフォームド

コンセントに基づき治療方針を決定し、治療の全過程で正確な

情報を提示するなど、患者さんやご家族の意向と安心を最優先

に考えて診療しています。

神経系の難病からつらい頭痛に至
るまで、幅広く対応。脳MRIや脳
血流スペクトなど充実の検査体制
で認知症も的確に診断します

すべての患者さんについて、ス
タッフ相互でカンファレンスを重
ねて診断や治療方針などの意見を
交換し、最適な治療の提供に努め
ています

脳神経内科 呼吸器内科
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術前から術後まで多職種でケア
退院後の生活環境指導にも注力

内科と連携して最良な手術方法を提案
リハビリや退院後の生活までフォロー

四肢の骨折や脱臼のほか、膝関節や股関節の変形性関節症に対

する人工関節置換術、骨切り術、スポーツ外傷の関節鏡視下靱

帯再建術、ばね指や手根管症候群など手外科の手術治療を得意

分野としています。術前、術後とも、早期からリハビリテーショ

ンを行い、患者さんの早期社会復帰に向けた支援にも注力。高

齢患者も多いため、栄養指導や薬剤調整まで含めた個別の治療

プログラムを組むなど、サポート体制も万全です。安心して退

院してもらえるよう、多職種による手厚いサポートで患者さん

とご家族を支えています。2022年度から大腿骨近位部骨折に対

するリエゾンサービスを開始しました。

「患者さん中心に考えること・医療に対する長期的思考・創意工

夫をする手術」の信条のもと診療に励む当科。医療を受ける側、

行う側の緊密な関係を尊重し、冠動脈疾患のバイパス術、心臓

弁膜症、大動脈疾患、成人先天性心疾患、末梢血管疾患の治療

や透析患者さんのブラッドアクセスなどの手術を行っています。

手術前は循環器内科と連携した検査を実施し、その結果から手

術の必要性を患者さんやご家族と相談し、成績が安定している

標準的な手術を提案。術後は心臓リハビリ専門の理学療法士が

早期リハビリを行い、日常生活にスムーズに移行する支援をし

ます。下肢静脈瘤には、日帰り手術のレーザー治療を実施して

います。傷が目立たず痛みも少ないためお勧めです。

心臓と血管の外科的治療・手術を
担当する当科

多面的治療を積極的に取り入れ
治療中の心身の負担を軽減
くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、頭部外傷といった一般的な

脳神経疾患に加え、頸椎症、腰椎症、脊髄腫瘍など脊髄疾患に

も対応。これは頭痛、めまいといった頭蓋内疾患を疑う症状で

も原因が脊椎・脊髄にあるケースや、逆に手のしびれ、肩凝り、

腰痛、下肢痛などが頭蓋内の異常によって起こるケースも少な

くないためです。脳神経外科、脊髄外科の専門的な視点を生か

しつつ連携して診察。また、未破裂動脈瘤や、くも膜下出血を

引き起こす破裂動脈瘤には、従来の開頭術に加え、杏林大学の

チームとの連携による血管内治療をすることも。高齢者や合併

症のある方など、ケースに応じた治療方法を提案しています。

くも膜下出血に対する緊急開頭ク
リッピング術。昼夜を問わず、緊
急手術に対応可能な体制が整って
います

乳房再建、眼瞼下垂手術と幅広く対応
個々の要望に合わせてきめ細かに診療
当科は体表面のケガや顔の骨折をはじめ、皮膚・皮下腫瘍、腫

瘍切除後の再建、体のさまざまな部位の傷痕や引きつれ、変形

など幅広い治療に対応しています。近年は乳房再建手術の件数

が増加しているほか、老化による眼瞼下垂の手術も数多く手が

けています。顔面手術は顔全体の印象を大きく左右するため、

繊細かつ高度な技術力のもと、患者さんの要望をくみ取るべく

きめ細かな診療を実践。多彩なアプローチで、先天異常、病気・

事故・老化など広く後天的な変形に対して、形態・機能の改善を

図ります。乳幼児の場合など特殊なケースと思われるときは大

学病院などに紹介しますので、まずはご相談ください。

繊細で高度な技術を要する形成外
科の手術現場。患者さん一人ひと
りの要望を可能な限り反映した治
療を実践しています

経験豊富な医師と若手医師が一丸
となって幅広い診療を行います

形成外科

脳神経外科整形外科・リハビリテーション科

心臓血管外科

血液透析など万全な体制を整え
スムーズな腎疾患の治療を後押し
タンパク尿や血尿などの検査、各種腎炎、ネフローゼ症候群、

糖尿病などの全身性疾患に伴う腎臓病、急性・慢性腎不全など

の診療を手がけています。原因のわかりづらい腎臓病やネフロー

ゼ症候群の場合、腎臓組織を採取し電子顕微鏡などで詳しく調

べる腎生検を随時行い、結果に応じてステロイドや免疫抑制剤

などによる治療を進めます。また急性・慢性腎不全に対しては、

血液透析療法のほか、持続的血液ろ過透析（CHDF）、血液吸着療

法、血しょう交換などの血液浄化療法にも対応可能。計10床の

血液浄化室を併設し、他科との連携のもとスムーズな透析治療

を実施。また、通いやすい連携する外来透析施設をご紹介して

います。

糖尿病・代謝疾患と内分泌疾患の診療を
チーム・連携医療で取り組む
当科は糖尿病・内分泌疾患について一般的から専門性の高い診

療まで急性期から慢性期まで幅広く網羅し、治療・療養支援に

精通したスタッフ達と総合的チーム医療で取り組んでいます。

教育入院では食事療法や講義学習の体験を通じて糖尿病の理解

を深めていただき、病態や合併症評価を考慮した治療を行いま

す。当科の伝統である患者会「欅会」と協力し日常療養を支援し

ていますのでご参加をお待ちしています。甲状腺疾患では腫瘍

性病変に対しては甲状腺生検や外科と連携して手術治療も行っ

ています。原発性アルドステロン症では放射線科と協力し副腎

静脈サンプリングによる局在診断が可能です。院内外の医療・

療養連携を大切にした診療をめざしています。

血液浄化室での治療は主に入院患
者さんが対象。医師、看護師、臨
床工学技士ら専門スタッフが連携
し、透析治療をサポート

腎臓内科 糖尿病・内分泌内科

診断から術後ケアまで一貫サポート
豊富な手術実績を強みに根治をめざす
当科では、外科的治療を必要とする呼吸器疾患と甲状腺疾患を

扱っています。呼吸器については、肺がんや肺腫瘍、胸壁腫瘍、

自然気胸、胸部外傷、縦隔疾患の縦隔腫瘍などに対して、診断

から手術治療、術後のフォローアップまでをトータルに実施。

安全性と根治性を重視しながら、胸腔鏡による完全鏡視下手術

（VATS）から拡大手術まで柔軟に対応しています。進行がんに対

しては、呼吸器内科や放射線診断科、病理科とタッグを組み、

手術・化学療法・放射線治療で根治をめざします。一方、甲状腺

疾患で対象としているのは、甲状腺がん・甲状腺腫瘍・バセドウ

病など。最近首のあたりが腫れている気がする、人に首が太く

なったと言われた、という方は是非当科を受診してください。

胸腔鏡手術の様子。患者さんの体
に負担の少ない治療を提供してい
ます

呼吸器・甲状腺外科乳腺外科

温存術から全摘出による同時再建まで
世田谷区内外で連携を拡充して実施
経験と知識が豊富な専門医による内視鏡手術をはじめ、低侵襲・

縮小手術、化学療法、放射線治療、核医学診療などあらゆる診

療を行います。温存手術が主流ですが、術前の薬物治療で切除

範囲を小さくし、難しいがんでも温存する症例も多数手がけて

います。高度な技術を要する乳房再建術も形成外科専門チーム

との協力で同時施行が可能です。内科、放射線科、病理診断科、

リハビリテーション科などとの連携体制は総合病院ならではの

強みで、特に悪性疾患の場合、各科医師らと症例ごとのカンファ

レンスで治療方針を決定。また、かかりつけ医の手術や治療へ

の参加も積極的に受け入れるなど、地域のブレストセンターと

して役割を担っています。

医師、看護師、日本糖尿病療養指
導士といった専門性の高いスタッ
フが糖尿病などの療養生活を親身
にサポート
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眼　科

泌尿器科産婦人科

得意の緑内障・白内障手術を軸に
視覚の質の向上に全力

個々の症例に応じた治療を提供
排尿に関する悩みにも対応

女性医師による婦人科外来
安心・安全に配慮した医療を提供

中途失明の原因第１位で、高齢化に伴い患者さんの増加が懸念

される緑内障。当科は緑内障の診療・手術と白内障手術を得意

とし、⽇本眼科学会眼科専⾨医であり、緑内障を専門とする三

嶋弘一眼科部長を中心に、チーム医療によるサポート体制を整

え、早期発見・早期治療に取り組んでいます。「安全第一」にむや

みに手術時間を短縮せず、時間がかかっても慎重・丁寧に実施。

総合病院の特性から、白内障手術も入院にて行うほか、糖尿病

網膜症の治療、加齢黄斑変性症・網膜静脈閉塞症による黄斑浮

腫や糖尿病黄斑症に対する抗VEGF療法（硝子体内注射）にも対応

しています。

体への負担の少ない適切な治療をモットーとし、前立腺肥大症

では薬物療法では不十分な症例に対し内視鏡手術のほか、レー

ザー前立腺核出術（HoLEP）も行います。前立腺がんには密封小

線源治療を中心に、外照射やホルモン療法を組み合わせて治療

効果を高め、ご高齢の患者さんにはホルモン療法も採用。腎が

んには低侵襲手術、膀胱がんには内視鏡手術を基本に、放射線

治療と化学療法を併用して膀胱の全摘出回避にも努めています。

尿路結石は体外衝撃波結石破砕術（ESWL）をベースに内視鏡と

レーザーによる経尿道的尿路結石破砕術（TUL）にも対応。排尿

のお悩みには、神経泌尿器科の排尿機能障害専門の医師による

診断と治療を行っています。

女性医師３人が外来診療（平日午前）にあたり、女性ならではの

きめ細かさで対応。検診から子宮鏡検査や子宮頸がんの精密検

査、治療まで一括してサポートする安心・安全な診療を提供し

ており、分娩は扱っていませんが、他院と連携した妊婦健診を

行っています。卵巣囊腫、子宮筋腫などの良性疾患に関しては

極力傷が小さく体の負担が少ない腹腔鏡下手術を、子宮内膜ポ

リープや粘膜下筋腫に対しては子宮鏡下手術を実施、また、子

宮脱の治療も行っています。生理の悩み、更年期の症状、おり

ものや出血など、どんな些細なことでも、「こんなことで受診し

ていいのかしら」と思わずに、年齢問わず心配なことがあれば

外来に相談にいらしてください。

侵襲の少ない密封小線源治療を中
心に、前立腺がんに対してさまざ
まな治療方法で対応

「婦人科領域で悩みや気になるこ
とがあれば、気軽に来院してくだ
さい」と語るスタッフは、地域の
女性たちにとって頼れる存在

三嶋部長は緑内障を専門とし、緑
内障手術で高い実績を誇ります。
白内障手術は安全性を重視し基本
的に入院で行っています

耳鼻咽喉科

皮膚科精神科

小児科

老年性難聴に対して補聴器外来を開始
専門医が適切な補聴器を提案

全身麻酔や入院が必要な手術にも対応
最新知識のもと、多様な治療を提供

児童思春期専門外来に注力
一般外来は高齢者まで対応

子どもの笑顔と心身の健康を守る
成長や生活背景を考慮した最適な治療

日本耳鼻咽喉科学会耳鼻咽喉科専門医が月・水・金曜の午前中に

外来診療を行い、耳、鼻、喉の不調やめまいに年齢を問わず対応。

特に難聴でお困りの方のために補聴器外来を金曜に開設してい

ます。認知症800万人時代の新オレンジプランでは、認知症・う

つ予防に早期の補聴器装用が効果的とされており、日本耳鼻咽

喉科学会では補聴器の適正な普及のため「補聴器相談医」を設置。

補聴器相談医、補聴器適合判定医による補聴器適合検査の上で

適切な補聴器を勧めています。また、身体障害者福祉法第15条

指定医として認定も実施。現在は入院、手術には対応していま

せんが、必要な場合大学病院などを紹介いたします。

帯状疱疹、蜂窩織炎(ほうかしきえん)、とびひ、水虫、イボ、皮

膚良性腫瘍、皮膚がん、湿疹、アトピー性皮膚炎、じんましん、

接触皮膚炎、食物・薬剤・金属などのアレルギー、水疱症、やけ

ど、ケガ、糖尿病性皮膚潰瘍、褥瘡など、皮膚疾患全般に幅広

く対応。全身麻酔や入院が必要な手術も実施しています。また

ナローバンドUVB治療、あざのQスイッチアレキサンドライト

レーザー治療、乳児血管腫のプロプラノロール内服治療、各種

生物学的製剤治療、円形脱毛症の局所免疫療法、アレルギー性

鼻炎の舌下免疫療法、皮膚潰瘍の局所陰圧閉鎖処置や多血小板

血漿処置などの治療法も積極的に導入し、巻き爪や多汗症にも

多彩な治療法を取りそろえています。

地域医療支援病院として、近隣のお住まいの主に小学校高学年

～中学生（予約状況により18歳未満も可）を対象とした完全予約

制の児童思春期専門外来に注力。先生方より事前に紹介状をい

ただいた上での初診予約とすることで、長くなりがちな児童思

春期外来の初診までの待機時間を短縮しています。児童思春期

に見られる症状には、対人関係の悩みを含むさまざまな背景が

あり、時間をかけて評価を行った上で治療を提案いたします。

症状によりお受けできない場合もありますが、お気軽にご相談

ください。一般外来では成人期・老年期の方の対応も幅広く行っ

ております。こちらも先生方の紹介状をいただければ予約可能

ですので、ご検討ください。

小児の内科疾患の診療、乳幼児健診、予防接種に加え、循環器

の専門外来を設け、中学生以下の小児疾患全般の診療にあたっ

ています。成長・発達の過程で生じるさまざまな問題に対しても、

本人やご家族と十分に対話を重ね、改善の道を探ります。診療

においては、お子さんやご家族の生活背景を伺い、一人ひとり

に合った治療方針を提案します。各種画像検査、生理検査にも

対応しています。必要に応じて院内の他科を含め、最適な専門

医療機関をご紹介することも可能です。発熱、発疹、下痢など

の流行性の感染症が疑われるお子さんの診療を目的に、外来に

隔離室を設置。お子さんの笑顔と健康を守れるよう、スタッフ

一同丁寧な診療と説明を心がけています。

やけどやケガ、感染症、アレルギー
など皮膚トラブル全般の診療に加
え、さまざまな手術にも対応して
います

隔離室も完備し、受付や診察室は
楽しい雰囲気に。きめ細かなアプ
ローチでお子さんたちの心身の健
康を支えます

リラックスできる心地良い雰囲気
の診察室です

丁寧な診察、検査を心がけており
ます

メンタルヘルス科

家庭や職場の精神不調全般を診療
うつ病や重度ストレス反応に強み
総合病院の精神科部長や精神医療専門病院の院長を歴任した医

師を中心とする当科。多様な精神疾患の中でも特に強みとする

のが、うつ病、重度ストレス反応の診療です。ストレスの原因

が具体的である重度ストレス反応と、中核的なうつ病では対応

も治療も異なるため、豊富な経験をもとに適切な診療を行いま

す。また、うつ病は症状の現れ方などが従来とは変化した現代

特有の病状があることを踏まえた上で、治療方法を検討。現在

は主に教職員向けのメンタルヘルス部門（メンタルヘルスセン

ター）と密に連携し、職場のストレスチェックでうつ病や重度

ストレス反応が疑われた場合、必要に応じて当科での相談、薬

物治療を含む治療を行っています。

2015年に開設されたメンタルヘ
ルスの専門外来。診療室内は明る
く、落ち着いて相談できる雰囲気
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コメディカル（医療技術部）

健康管理科

放射線科

病理診断科

麻酔科

各診療科との深い連携による健康管理
予防から治療まで一貫したフォローを

高度な検査機器を用いて
最先端の診療を実施

診断病理学に基づき細胞・組織を精査
病態や病因を解明し臨床の道筋をつくる

術中の痛みの除去にとどまらず
ストレスなく安全な手術環境を構築

日本は世界一の長寿国ですが、日常生活を制限される期間が平

均で男性が約9年、女性は約12年あります。健康寿命を延ばす

には、介護の原因となる疾患の早期発見、糖尿病や高血圧、肥

満などの危険因子の管理が不可欠。当科は、信頼性の高い検査

や個々に応じた結果説明により、多くの方に継続的に受診して

いただいています。コースは1日ドックに加えゆったり検査を

受けられる2日ドック、物忘れや脳血管疾患について調べられ

る脳ドックなどがあり、オプション検査も充実。他科との深い

連携のもと、予防から治療まで一貫した健康管理を行っていま

す。

画像診断、放射線治療の2部門に分かれ、画像診断部門は主に

先端のCT、MRI、核医学検査の読影、血管造影や膿瘍ドレナージ

などのIVRを実施。放射線治療部門は、日本医学放射線学会放射

線治療専門医が最新の放射線治療装置を使用し、肺がん、乳がん、

食道がん、前立腺がんなど、主に悪性疾患の治療を行います。

放射線治療装置は世田谷区では数が少なく、他病院からの紹介

患者さんも多く治療してきました。画像診断部門のCT、MRI、核

医学検査の読影は、すべて日本医学放射線学会放射線診断専門

医が行います。

各診療科から提出される組織や臓器病変の細胞を詳しく調べ、

診断するのが当科です。その目的は病気の「質」の判断。病気は

腫瘍と非腫瘍性病変に分けられ、そこから悪性腫瘍（がん）なの

か炎症なのか、炎症の場合は感染症によるものかそうでないの

か、 それとも自己免疫疾患なのか、と精査を重ね、一つの答え

を導き出します。この判断が間違っていると、臨床医が行う治

療も的外れなものとなってしまうため、診断病理医の判断は極

めて責任が重いといえるでしょう。現在当科には、臨床検査技師、

死体解剖資格と病理専門医資格を持つ常勤医師、非常勤医師が

所属。病理診断を迅速に行い、少しでも早い臨床医への報告を

心がけています。

日本麻酔科学会の認定病院として安全を第一に考え、産科、耳

鼻咽喉科、小児外科を除くすべての外科疾患において麻酔管理

を実施。術前情報やほかの合併症の有無、患者さんご自身のご

希望を踏まえた上で、適した麻酔方法を決定します。また手術

中の痛みを取り除くだけでなく、少しでも不安や緊張感を抱く

ことなく、リラックスして手術に臨めるよう、痛み止めと鎮静

剤を適宜組み合わせながら、安全な麻酔を提供しています。最

大6部屋、場合によって7部屋までの麻酔管理が可能で、24時間

365日緊急手術に対応できるようオンコール体制を整備。今後

も安全かつ安心の治療が提供できる手術室の構築に努めていき

ます。

他科との連絡を密にし、定期的な
カンファレンスを行い、根拠に基
づいた治療を行っています

ディスカッション顕微鏡で同じ標
本を確認し、意見交換することも
あります

リラックスして手術に臨んでいた
だけるよう、気さくなスタッフが
優しく的確にお応えしますので、
気兼ねなくご相談ください

一人ひとりの心配事を伺いなが
ら、その方に合った検査や結果説
明を行っています。ご相談は気軽
にスタッフまで

薬剤部

調剤はもちろん、院内薬品の円滑な供給をめざして、

購入・品質管理・在庫管理などをはじめ、病棟での服薬

指導や医薬品情報の提供、外来での化学療法の説明な

どを行っています。また、チーム医療の担い手として、

感染制御、抗菌薬適

正使用、栄養管理、

褥瘡管理、糖尿病教

室、認知症ケア、緩

和ケア医療にも取り

組んでいます。

臨床検査科

当科の業務には、患者さんの血液などの分析を行う検

体検査と体を対象に行う生体検査があり、検体検査6部

門、生体検査2部門、外来採血室から構成されています。

健康状態の把握、病

気の診断や治療方針

の選択、また治療効

果判定の指針となる

検査データを各診療

科に正確かつ迅速に

提供しています。

診療放射線科

最新のCTも導入されDual energyなどの技術も使用でき

るようになり、高画質な検査が充実しています。CT、マ

ンモグラフィなどは低被ばく検査で実施しており、各検

査に専門知識を有し

た認定技師も配置し

ており安心して検査

を受てもらえるよう

努めています。

臨床工学科（医療機器管理室）

当科は8人の臨床工学技士が、医療機器の保守点検や修

理をはじめとする機器管理や安全使用チェックなど（医

療機器管理）、心臓カテーテル検査（PCIを含む）、ペース

メーカチェックなど診療の補助、ECMOやIABP、人工心肺、

血液透析をはじめとする各種血液浄化の操作や管理など

を行っています。また、BLS研修をはじめとする各種医

療機器の安全な取り扱いに関する職員向け研修会の企

画、実施も担当しております。またこれらの関する患者

さんからの相談や在宅機器の安全な取り扱い説明（患者

さん向け）なども行っております。

治験管理室

科学性・倫理性を確保できる治験を円滑に実施するために、また治験に参加された患者さんの人権と安全を守ることをモッ

トーに治験業務全般を行っています。そのほか治験審査委員会の事務局としての業務や製造販売後調査の業務を実施して

います。

栄養管理室

皆さんにおいしく召し上がっていただけるよう行事食や

季節の食材などを取り入れた食事を用意しています。入

院後におきましても、食事も治療の一環として管理栄養

士、調理師がベッドサイドに伺い患者さんの状態に合っ

た食事を提供しています。新たな取り組みとしてレシピ

動画を当院のホーム

ページで公開してい

ます。是非ご覧くだ

さい。

リハビリテーション室

入院中・外来の方を対象に運動器疾患・脳血管疾患・心

大血管疾患・呼吸器疾患・がんリハビリテーションなど

に対応。全診療科からの依頼を受け、必要に応じて周

術期を含めた早期か

らの理学療法、作業

療法、言語聴覚療法

を提供し、身体的・

社会的回復を専門ス

タ ッ フ が 全 力 で サ

ポートします。
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看護部長
メッセージ看護部

地
域
の
急
性
期
医
療
を
担
う
当
院
で
は
、
看

護
に
お
い
て
も
質
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

当
院
は
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
を
構
築

し
、基
礎
コ
ー
ス
の
ほ
か
、6
年
目
以
上
の
キ
ャ

リ
ア
発
展
コ
ー
ス
を
基
盤
に
し
た「
卓
越
し
た

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
」「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」「
看

護
管
理
者
・
教
育
者
」を
3
本
柱
と
す
る
、
専

門
職
の
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
人
1
組
で
1
人
の
患
者
さ
ん
の
ケ

ア
を
継
続
的
に
、
責
任
を
持
っ
て
行
う
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
ナ
ー
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

（
P
N
S
）を
導
入
。
安
心
・
安
全
で
質
の
高
い

看
護
の
実
践
に
加
え
て
、
新
人
の
育
成
や
、
看

護
師
の
超
過
勤
務
の
減
少
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
に
も
奏
功
し
、
看
護
師
の
離
職

率
は
9
％
台
と
、
急
性
期
病
院
と
し
て
は
非
常

に
低
い
数
字
を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。

確
か
な
看
護
実
践
力
と
き
め
細
か
な
配
慮

が
、
患
者
さ
ん
に
安
心
感
を
与
え
て
い
る
こ
と

を
、
看
護
師
自
身
が
実
感
す
る
こ
と
で
、
仕
事

に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て「
患
者
さ
ん
の

意
思
と
自
己
決
定
権
を
尊
重
す
る
」と
い
う
、

シ
ョ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

病
院
全
体
の
看
護
の
質
は
、
専
門
看
護
師
や

認
定
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
の
協
働
に
よ
っ

て
、高
め
ら
れ
る
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
魅
力
的
な
人
材
の
育
成

も
目
標
の
一
つ
で
、
看
護
管
理
者
を
め
ざ
す
人

に
向
け
て
、
大
学
院
進
学
や
、
認
定
看
護
管
理

者
研
修
な
ど
外
部
講
習
や
研
修
制
度
へ
の
積
極

的
な
参
加
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。

急
性
期
病
院
と
し
て
、
チ
ー
ム
医
療
の
推
進

に
取
り
組
む
当
院
で
は
、
看
護
部
も
医
師
や
薬

剤
師
な
ど
多
職
種
と
の
定
期
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
患
者
さ

ん
の
一
番
近
く
に
い
る
看
護
師
は
、
常
に
患
者

さ
ん
の
代
弁
者
と
い
う
意
識
で
臨
ん
で
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
生
の
声
を
、
最
適
な
医
療
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
看
護
師
自
身
の
知
識
・

技
術
・
意
識
を
高
め
、
確
実
な
看
護
実
践
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
患
者
さ
ん
を
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
す

る
倫
理
的
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。病

院
か
ら
自
宅
へ
と
医
療
現
場
が
変
化
す
る

中
、
今
後
は
看
護
の
幅
も
大
き
く
広
が
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
特
定
行
為
研
修

を
修
了
し
た
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
が

地
域
の
関
係
機
関
と
協
働
し
て
自
宅
を
訪
問
す

る
な
ど
、
退
院
後
の
療
養
生
活
支
援
に
も
力
を

注
い
で
い
く
所
存
で
す
。

東
京
都
の
中
で
も
特
に
高
齢
化
が
進
む
世
田
谷
区
で
は
入
院
中
は
も
ち
ろ

ん
、
退
院
後
の
生
活
支
援
も
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、
看
護
部
で
は
よ
り
専
門
的
な
看
護
の
実
践
、

地
域
連
携
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

現
場
の
目
を
重
視
し
た
育
成
に
注
力
し

質
の
高
い
看
護
の
力
を
地
域
に
提
供

看
護
部
の
も
う
一
つ
の
目
標
が
全
員
に
共
有
さ

れ
、「
よ
り
心
地
良
く
」「
優
し
く
」「
温
か
な
看

護
」が「
関
東
中
央
病
院
ら
し
さ
」と
し
て
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
自
身
は
看
護
師
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ほ

ぼ
臨
床
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
現
場

重
視
の
姿
勢
を
貫
き
、
看
護
師
が
な
る
べ
く
患

者
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
赴
け
る
よ
う
に
、

拡
大
す
る
看
護
師
業
務
の
整
理
に
努
め
る
こ
と

も
、
看
護
部
長
で
あ
る
私
の
重
要
な
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

看
護
管
理
者
と
し
て
大
切
な
の
が
、
課
題
解

決
の
ス
ピ
ー
ド
感
で
す
。
今
何
が
問
題
な
の
か

を
知
る
に
は
、
現
場
を
見
る
の
が
一
番
の
近
道

で
す
か
ら
、
看
護
部
長
も
し
く
は
副
看
護
部
長

が
毎
朝
必
ず
現
場
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
患
者
さ
ん
の
転
倒
事
故
の
原
因
や
改
善
点

を
探
る
場
合
も
、
現
場
を
知
る
こ
と
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
問
題
解
決
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
気

づ
き
を
声
に
出
し
や
す
い
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に
し
、
課
題
を
後
回
し
に

し
な
い
意
識
づ
く
り
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

看
護
師
は
患
者
の
声
の
代
弁
者

地
域
で
生
き
る
人
々
を
幅
広
く
支
え
る

一
層
の
看
護
の
充
実
を
め
ざ
し
、
特
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
の
が
看
護
師
長
や
副
師
長
の

人
材
育
成
で
す
。
当
院
に
は
既
に「
卓
越
し
た

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
」育
成
の
た
め
の
ア
ド
バ
ン

ス
ド
・
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
制
度
だ
け
で

は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
手
に
と
っ
て
看

護
師
長
や
副
師
長
ク
ラ
ス
が
魅
力
的
な
ポ
ジ

国立名古屋病院附属看護学校卒業。国立
国際医療センター副看護部長、厚生労働
省医政局政策医療課看護専門官、国立国
際医療研究センター病院看護部長などを
歴任し、2019年4月より現職。2008年千葉
大学大学院修了。

木村 弘江
副院長／看護部長

患
者
さ
ん
の
意
思
を
尊
重
し
心
に
寄
り
添
う
看
護
を
行
う
看
護
部
。
独
自

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
根
拠
に
基
づ
く
知
識
と
確
か
な
看
護
実
践
力
を
持

つ
看
護
師
を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

導
入
し
、
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

最
適
な
医
療
や
看
護
を
提
供
す
べ
く

独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
研
修
を
実
施

「地域の皆さんがここで治療や
看護を受けたい」と思える看護を
直接患者さんに関わることが多い看護部は、

「自分の大切な人もここで診てもらいたい」と

思ってもらえるよう、日々努力を重ねていま

す。看護のプロとして必要な倫理感と確実な

実践力を身につけた上で、医療チームの一員

として役割を果たしています。

・ 1 年を通じてパートナーを組み、対等な立場で互いの特性を生かし、委員会活動・ 
　病棟内の係の仕事など、その成果と責任を共有します。

・日々の看護ケアは 2 人 1 組でペアを組み、患者情報を共有し、効率的で安心・安全な
　看護実践を提供しています。

安全・安心な看護を提供しています

看護部教育プログラム

クリニカル・ラダーシステムで
段階に応じたプログラムを提供

○新人看護師から 5 年目までの基礎
　コース研修

○6 年目以上を対象にしたキャリア
　開発プログラム

既卒採用看護師支援、看護経年に
沿った多彩なプログラムを展開

看護部キャリアラダー概念図

キ
ャ
リ
ア
発
展

基
　礎

看
護
教
育

看
護
管
理

　卓越した
ジェネラリスト

スペシャ
リスト

４～５年目　　ラダーⅣ

３～４年目　　ラダーⅢ

２～３年目　　ラダーⅡ

新人看護師研修・ラダーⅠ

既
卒
者
支
援

到達目標
根拠に基づいた知識、技能
を取得し、安全で確実な看
護ケアが実践できる１ チームメンバーとしての

役割を果たすことが
できる２ 社会人として必要な

基本的姿勢と態度を
身につける３

入
職
時
研
修
・
接
遇
研
修
・
他
合
同
研
修

看
護
部
実
践
研
修

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

院
内
安
全
研
修

感
染
管
理
研
修

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

他
部
署
実
践
見
学
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

新人看護師育成プログラム

新人看護師育成プログラム

パートナーシップ・ナーシング・システム（PNS）

病院施設内に併設されたアットホームな保育所。育
児休暇、看護休暇などの取得促進や福利厚生施設が
整っている点も魅力の一つ

働きやすい環境が魅力の当院。
院内保育所では夜間保育も行っ
ています。

実践的な新人研修の一例。輸液管理の
研修は、実際の患者さんを想定して実
施しています。

新人研修

個人のレベルに合わせた研修プログラムやミーティングを通して、専門職
として必要な知識・技術・倫理観を持つ自己教育力の高い看護師、チーム医
療に貢献できる看護師をめざします。

看護教育学を専門的に学んだ専従看護
師が、新人看護師研修の企画・運営や、
部署の新人教育を担当する看護師の育
成をしています。

教育担当看護師長

糖尿病性足病変の予防、処置、セルフ
ケアの指導を行っています。医師の指
示のもと、陥入爪の爪切りなど患者さ
んの療養指導を実践しています。

糖尿病フットケア外来

院内保育所 関東中央病院看護部の研修や活動の様子をご紹介します
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関
東
中
央
病
院

療養環境

入院

人間ドック

地域包括ケア病棟

東京都災害拠点病院 メンタルヘルスセンター

TEL：03-3429-1171

休日、夜間の思わぬケガや病気でお困りの方のために救
急診療を行っています。
緊急性があると考えられる場合には、まず電話連絡の上、
時間外受付窓口へ。

外来診療

救急

対応

診療科目

病床数：383

渋
谷
や
新
宿
な
ど
都
心
に
近
い
世
田
谷
区
に
あ
り
な
が
ら
、
広
々
と
し
た
敷
地
内
に
は
緑
が

あ
ふ
れ
、
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
、
訪
れ
る
人
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
る
当
院
。
患
者
さ
ん
の

生
き
方
を
尊
重
し
、
心
安
ら
ぐ
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
第
一
に
、
院
内
に
は
温
か
い
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
安
全
へ
の
信
念
が
感
じ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
施
し
て
い
ま
す
。

こ
ま
や
か
な
気
配
り
と
万
全
の
体
制
で

入
院
生
活
を
よ
り
快
適
に

病院周辺は桜の名所として有名なスポッ
ト。四季折々の緑や花々で彩られた中庭も
患者さんやご家族の憩いの空間です

夏とクリスマスの年2回、外来ロビーで開
いているコンサート。入院患者さんや地域
の方々にとって、風物詩となっています

患
者
さ
ん
の
心
を
少
し
で
も
和
ま
せ
た
い

と
願
い
、当
院
で
は
職
員
た
ち
の
発
案
で

院
内
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
け
や
き
文
庫
」の

開
放
も
気
分
転
換
の
一
助
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
や
イ
ベン
ト
な
ど

入
院
中
の
患
者
さ
ん
の
心
を
癒
や
す

明
る
い
療
養
環
境
を
整
備

入院患者さんに蔵書数2000冊に上る
「けやき文庫」を開放。ワゴンに本を積ん
で病室を巡回するサービスも

地域に根差した治療、心のこもった食事が好評
急性期病院として「病診連携」を推奨しており、地域の医療機関からの検査、手術、治療を受け
入れ、症状が落ち着いた場合に元の医療機関で再び治療をしていただくことを勧めています。ま
た、院内調理にこだわり、献立からすべて院内で行っており大変ご好評をいただいております。

患者さんの生き方を尊重し在宅復帰を支援
2017年5月1日より、地域包括ケア病棟を開設。急性期の治療が一段落して状態が安定した後、
患者さんが安心して退院できるよう、在宅復帰を支援する病棟です。定められた入院期間の中で、
在宅復帰に向けて治療・リハビリ・看護などを行います。退院後も患者さんに安心して生活を送っ
ていただくために、介護保険を利用したサービスの調整などもしています。

健康は財産です。人間ドックの活用を！　
1日ドックに加え、院内に宿泊してゆったりと検査を受けられる２日ドック、物忘れや脳血管疾
患を調べられる脳ドック、２日ドックの内容に男女特有の疾患を調べる検査を加えたプレミアム
ドック、その他オプション検査をご用意。各診療科との連携により予防から治療までサポートし
ますので、健康管理のために毎年の利用をお勧めします。

東京都災害拠点病院である当院。

災害発生時には院内の病院機能を

維持しつつ、院外から運ばれる傷

病者を迅速に治療できるよう、定

期的に訓練を実施しています。世

田谷区災害医療の中核である当院

では、職員5人にてDMATを結成し、

首都直下型地震などの際には災害

現場での救急医療に携わります。

メンタルヘルス相談、ストレス

チェック、リワークプログラムな

ど、組合員のメンタルヘルス不調

の予防、治療、職場復帰支援など

を行っています。また 2021 年度

より東京都教育委員会と連携し、

当センターと学校におけるリワー

クプログラムを一体化した復職支

援を開始しました。近隣自治体の

組合員が利用可能な従来のリワー

クプログラムも継続しています。

患者支援センター

適切な情報提供で
より良い療養生活をサポート
患者支援センターは、退院後の生活支援や継続的なケアを

行う看護の総合窓口です。専任の看護師や薬剤師が患者さ

んからの相談に応じるなど、療養生活をサポートするほか、

完全予約制によるがん看護相談、ストーマ看護、緩和ケア

相談、リンパ浮腫の外来、糖尿病フットケアの外来、薬剤

師による外来を設けています。

初 診 再 診

受付時間 受付時間

8：30 〜 11：30
※診療科、曜日により異なる

予約あり
来院指定時間

7：50〜 11：30
※診療科、曜日により異なる

受付場所 受付場所

紹介状あり
1 番地域連携受付

紹介状なし
11 番新来受付

再来受付機へ

●総合内科

●呼吸器内科

●循環器内科

●消化管内科

●糖尿病・内分泌内科

●脳神経内科

●腎臓内科

●血液内科

●アレルギー・リウマチ科

●肝胆膵内科

●メンタルヘルス科

●精神科

●小児科

●消化器・一般外科

●呼吸器・甲状腺外科

●呼吸器外科

●乳腺外科

●心臓血管外科

●整形外科

●リハビリテーション科

●形成外科

●脳神経外科

●産婦人科（婦人科のみ）

●眼科

●耳鼻咽喉科

●皮膚科

●泌尿器科

●神経泌尿科

●救急科

●放射線科

●麻酔科

●検査科

●病理診断科

●健康管理科
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